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３月定例会の議案等 ……… P2～P3
令和５年度予算の決定 …… P４～P６
ふるさと納税について …………  P７
一般質問 …………………  P８～P１１
令和４年度政務活動費の報告 … P１２～P１３

新庄市議会だよりの表紙を、「市内にお住まいの、
三世代（四世代）のご家族シリーズ!!」で、三世代
以上のご家族の写真を掲載させていただきます。

野中地区在住の今田さんご一家です。春からはひいおば
あちゃんも戻ってきて、さらににぎやかになります！

市内に
お住まいの、

シリーズ‼
三世代のご家族
（四世代）

昭和、平成、令和へと！
みんな笑顔で、「ハイ」ポーズ！
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１月臨時会の経過

種類

議案

番　号

第１号

件　　　　　　　　　　名 結果

可決
【市長提出】

令和４年度新庄市一般会計補正予算（第１０号）

１月２６日、一般会計補正予算１件を原案のとおり可決し閉会しました。

１月臨時会で審議された議案

３月定例会の経過

種類

報告

諮問

議案

議会案

番　号

第１号
第２号
第１号
第２号
第３号
第４号
第５号
第６号
第７号
第８号
第９号
第１０号
第１１号
第１２号
第１３号
第１４号
第１５号
第１６号
第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号
第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号
第２８号
第２９号
第３０号

第１号

件　　　　　　　　　　名 結果

了承
了承
同意
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
同意
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

【市長提出】

【議員提出】

令和５年３月定例会では、初日、報告２件を了承し、人事案件２件に同意し、議会案１件、議案２件、令和４年
度補正予算６件を原案のとおり可決しました。
最終日には令和５年度予算７件、議案１２件を原案のとおり可決しました。また、追加提案された令和４年度補
正予算１件を原案のとおり可決しました。

３月定例会で審議された議案等

新庄市土地開発公社の経営状況の報告について
損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
令和４年度新庄市一般会計補正予算（第１１号）
令和４年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（２号）
令和４年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第５号）
令和４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度新庄市水道事業会計補正予算（第３号）
令和４年度新庄市下水道事業会計補正予算（第４号）
令和５年度新庄市一般会計予算
令和５年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算
令和５年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算
令和５年度新庄市介護保険事業特別会計予算
令和５年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算
令和５年度新庄市水道事業会計予算
令和５年度新庄市下水道事業会計予算
新庄市教育委員会教育長の任命について
財産の処分について
財産の取得について
権利の放棄について
新庄市個人情報の保護に関する法律施行条例について
新庄市犯罪被害者等支援条例について
新庄市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例について
新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について
新庄市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
新庄市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例について
新庄市国民健康保険条例の一部を改正する条例について
新庄市夜間休日診療所設置及び管理に関する条例を廃止する条例について
新庄市体験農園の設置及び管理に関する条例を廃止する条例について
新庄市水道給水条例の一部を改正する条例について
令和４年度新庄市一般会計補正予算（第１２号）

新庄市議会の個人情報の保護に関する条例について

チョイス❸ P７
チョイス❷ P７

チョイス❶ P７
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総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
議
案
第
１８
号

　
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

Ｑ　
基
金
の
取
り
崩
し
に
係
る
市
町
村
の

負
担
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
積
み
立
て
た

と
き
の
割
合
に
応
じ
て
計
算
し
て
い
る
。

Ｑ　
基
金
の
積
立
て
時
の
割
合
と
消
防
庁

舎
建
設
の
負
担
割
合
は
一
致
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
よ
い
か
。

Ａ　
積
立
て
時
の
割
合
と
消
防
庁
舎
建
設

の
負
担
割
合
は
異
な
る
。

※
本
議
案
は
、
新
庄
市
が
最
上
広
域
ふ
る

さ
と
市
町
村
圏
基
金
に
対
す
る
出
資
金
の

権
利
に
つ

い
て
、
最

上
広
域
市

町
村
圏
事

務
組
合
が

実
施
す
る

新
消
防
庁

舎
建
設
関

連
事
業
の

経
費
に
充

て
る
た
め

に
放
棄
す

る
も
の
で

す
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
議
案
第
２４
号

　
新
庄
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ　
安
全
計
画
に
つ
い
て
は
、
施
設
ご
と
に

違
う
の
で
は
ど
う
か
と
思
う
。
市
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
一
律
の
対
応
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
が
と
ら
れ
る
の

か
。

Ａ　
公
立
の
施
設
の
支
援
員
の
方
に
は
、
説

明
会
に
お
い
て
今
後
の
安
全
計
画
の
立
案
の

必
要
性
、作
り
方
を
細
か
く
丁
寧
に
説
明
し
、

指
導
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

民
間
施
設
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
行
っ
て
い

る
。

Ｑ　
安
全
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
は
経
過

措
置
を
設
け
る
と
の
こ
と
だ
が
、
児
童
の
安

全
に
直
結
す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

Ａ　
猶
予
期
間
は
あ
る
も
の
の
、
で
き
る
だ

け
早
く
策
定
し
て
い
た
だ
く
よ
う
伝
達
し
て

い
る
。安
全
計
画
に
つ
い
て
は
、必
ず
設
置
、

運
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
今
後
も
働
き
か

け
て
い
く
。

●
議
案
第
２７
号

　
新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ　
県
立
新
庄
病
院
へ
機
能
移
転
し
た
後
の

費
用
負
担
と
し
て
、
７
１
０
万
円
を
１
年
間

の
負
担
金
と
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
新
庄

市
単
独
で
夜
間
休
日
診
療
所
を
維
持
す
る
場

合
の
事
業
費
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
か
。

Ａ　
事
業
費
と
し
て
３
０
０
０
万
円
ほ
ど
か

か
っ
て
い
た
が
、
現
時
点
で
は
約
７
０
０
万

円
程
度
と
い
う
こ
と
で
協
議
さ
れ
て
い
る
。

負
担
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
状
況
を
見
な

が
ら
県
と
検
討
を
継
続
し
て
い
く
。

●
議
案
第
２９
号

　
新
庄
市
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ　
相
手
の
同
意
が
な
く
て
も
他
人
の
土
地

に
給
水
管
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
か
。

Ａ　
今
回
の
民
法
改
正
に
よ
り
、
同
意
を
得

な
く
て
も
通
知
を
行
え
ば
土
地
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
な
か
な
か
同

意
が
得
ら
れ
ず
、
使
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
ケ
ー
ス
を
救
済
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
法

に
沿
っ
て
条
例
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　
同
意
が
得
ら
れ
な
く
て
も
通
知
を
行
え

ば
よ
い
と
い
う
解
釈
に
な
る
が
、
住
民
間
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

Ａ　
仮
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
、
民

法
上
、
市
で
は
介
入
で
き
ず
、
当
事
者
間
で

の
話
し
合
い
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

賛否の分かれた議案等をお知らせします。　　○→賛成　●→反対
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令和５年度新庄市一般会計予算

令和５年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算

財産の取得について

新庄市個人情報の保護に関する法律施行条例について

議　案
第８号
議　案
第12号
議　案
第17号
議　案
第19号
※議長は採決に参加しません。

議案に対する議員の賛否

総
務
文
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任
委
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報
告

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

新消防庁舎完成イメージ図
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Ｑ
．
調
定
見
込
額
で
本
数
見
込
、
見
込
金

額
が
増
え
、
昨
年
度
よ
り
５
３
０
０
万
円

増
え
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

Ａ
．
全
国
的
に
は
売
上
本
数
及
び
金
額
が

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
本
市
を
含
め
最
上

郡
内
に
お
い
て
は
令
和
３
、
４
年
度
は
増

加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
て
予
算
編
成
を
行
っ
た
。
た
ば
こ
を
販

売
し
て
い
る
場
所
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
増
加
が
要
因
で
あ

る
と
分
析
し
て
い
る
。

Ｑ
．
保
育
所
入
所
負
担
金
が
昨
年
度
と
比

較
し
て
減
少
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

理
由
か
。
ま
た
、
滞
納
金
を
ど
の
よ
う
に

回
収
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
．
３
〜
５
歳
と
０
〜
２
歳
児
で
の
非
課

税
世
帯
の
保
育
料
を
無
償
化
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
滞
納
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
早
期
の
納
付
を
お

願
い
し
て
い
く
。

Ｑ
．
行
政
代
執
行
に
よ
り
解
体
さ
れ
た
北

本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
の
撤
去
費
用
５
２
５
１

万
４
０
０
０
円
の
納
付
金
額
は
、
ど
の
款

項
目
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
令
和
４
年
度
分
の
支
払
金
額
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
全
額
の
納
付
を
要
求
し

て
き
た
が
、
４０
万
円
の
納
入
で
あ
っ
た
。

残
額
に
つ
い
て
は
、
滞
納
繰
越
と
し
て
令

和
５
年
度
の
歳
入
と
な
る
。
現
在
進
め
て

い
る
解
体
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
金
額
が

確
定
し
て
か
ら
の
徴
収
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
、
費
用
の
回
収
に
向
け
て

請
求
を
続
け
て
い
く
。

Ｑ
．
現
在
、
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

㈱
電
通
に
研
修
派
遣
を
実
施
し
て
い
る

が
、
令
和
５
年
度
も
派
遣
す
る
予
定
で
あ

る
か
。

Ａ
．
別
の
派
遣
先
を
早
急
に
検
討
し
て
、

職
員
の
意
欲
に
応
え
た
い
。

Ｑ
．
新
婚
世
帯
に
対
し
、
結
婚
に
伴
う
新

生
活
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
係
る
費
用
を
支

援
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
昨
年
度
の
３
倍

の
予
算
と
し
た
理
由
と
見
込
数
を
伺
う
。

Ａ
．
令
和
４
年
度
は
所
得
要
件
が
夫
婦
合

計
で
４
０
０
万
円
未
満
だ
っ
た
が
、
令
和

５
年
度
は
５
０
０
万
円
未
満
に
緩
和
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
補
助
上
限
額

が
夫
婦
と
も
に
３９
歳
以
下
で
３０
万
円
と
い

う
と
こ
ろ
が
、
２９
歳
以
下
の
場
合
に
は
６０

万
円
に
引
き
上
げ
に
な
る
こ
と
、
制
度
が

徐
々
に
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
加
味
し

て
予
算
編
成
を
行
っ
た
。件
数
と
し
て
は
、

２９
歳
以
下
の
夫
婦
で
２１
件
、
３９
歳
以
下
の

夫
婦
で
９
件
と
見
込
ん
で
お
り
、
予
算
額

を
１
５
３
０
万
円
と
し
た
。

Ｑ
．
返
礼
品
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
県
内

他
市
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
市

に
お
い
て
は
透
明
性
の
確
保
の
点
で
問
題

は
な
い
か
。

Ａ
．
新
庄
市
に
お
い
て
は
、
事
業
者
登
録

の
際
に
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
聞
取
り
等
も
行
う
中
で
確
認
を
実

施
し
て
い
る
。
県
内
で
事
業
所
が
市
内
に

な
か
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
が
、
会
社
の
所

在
地
が
新
庄
市
内
に
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
登
録
時
に
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
令
和
５
年
度

の
配
置
予
定
を
伺
う
。

Ａ
．
現
在
７
名
の
協
力
隊
員
が
お
り
、
そ

の
う
ち
１
名
が
令
和
４
年
度
末
で
退
任
予

定
で
あ
る
。
現
在
各
課
で
必
要
に
応
じ
て

募
集
を
行
っ
て
い
る
が
、
令
和
５
年
度
の

正
確
な
人
数
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ

る
。

Ｑ
．
本
市
住
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
率
を
伺
う
。

Ａ
．
令
和
５
年
２
月
末
時
点
で
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
６８
・
８
％
、

申
請
率
は
８４
・
１
％
と
な
っ
て
お
り
、
２

月
末
ま
で
の
締
切
ま
で
に
駆
け
込
み
で
申

請
し
て
い
た
だ
い
た
方
が
多
か
っ
た
。
来

年
度
以
降
は
、来
庁
が
困
難
な
方
に
対
し
、

市
が
出
向
い
て
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と

で
、
交
付
率
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ
．
ハ
ン
ド
ル
型
電
動
車
い
す
購
入
費
等

助
成
金
に
つ
い
て
事
業
内
容
を
問
う
。

Ａ
．
ハ
ン
ド
ル
型
電
動
車
い
す
購
入
に
対

す
る
金
額
、
ま
た
は
年
間
の
レ
ン
タ
ル
料

に
対
し
て
、
上
限
５
万
円
を
補
助
す
る
事

業
で
あ
る
。

Ｑ
．
子
育
て
支
援
医
療
給
付
事
業
の
内
容

と
、
そ
の
拡
大
対
象
を
伺
う
。

Ａ
．
こ
れ
ま
で
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
の
保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担

額
を
無
料
化
し
て
い
た
も
の
を
、
新
た
に

１８
歳
ま
で
に
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
．
堆
肥
製
造
業
務
は
永
年
の
継
続
事
業

で
あ
る
が
、
効
果
が
表
れ
な
い
の
で
見
直

し
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

Ａ
．
事
業
を
続
け
る
た
め
に
は
、
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。
事
業

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
や
環
境

審
議
会
等
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
．
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
共
同
実
施
の
内

容
を
問
う
。

Ａ
．
新
庄
市
、
舟
形
町
、
鮭
川
村
、
戸
沢

村
の
４
市
町
村
共
同
で
行
う
も
の
で
あ

り
、
飛
行
機
を
活
用
し
て
上
空
か
ら
写
真

を
撮
影
し
、
樹
種
や
樹
齢
、
本
数
、
地
形

の
高
低
等
を
レ
ー
ザ
ー
測
量
に
よ
っ
て
解

析
し
、
重
点
的
に
管
理
し
て
い
く
箇
所
の

調
査
を
行
う
。
ま
た
、
解
析
結
果
を
活
用

し
て
、
今
後
の
森
林
整
備
に
役
立
て
て
い

く
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
．
４
市
町
村
で
共
同
で
実
施
し
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
当
市
の
負
担
や
面
積
は

ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
．
４
市
町
村
の
合
計
が
１
５
８
６
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
う
ち
新
庄
市
の
面
積
は
４
８

１
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
負
担
金
額
は

１
６
７
２
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
．
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
活
用
を
道

の
駅
と
同
様
に
整
備
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

Ａ
．
道
の
駅
の
大
規
模
駐
車
場
を
十
分
に

活
用
で
き
る
よ
う
な
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。
新
庄
市
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
第

５
期
利
用
計
画
に
お
い
て
も
、
北
川
エ
リ

ア
の
活
用
を
含
め
た
様
々
な
事
業
展
開
を

考
え
て
い
る
。
民
間
の
方
々
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
道
の
駅
に

関
す
る
協
議
は
ど
う
進
ん
で
い
る
の
か
伺

う
。

Ａ
．
最
上
郡
内
８
市
町
村
及
び
最
上
郡
の

商
工
団
体
、
国
や
県
を
委
員
と
し
て
、
現

在
協
議
を
進
め
て
い
る
。
令
和
４
年
度
か

ら
令
和
５
年
度
に
か
け
て
基
本
構
想
を
固

め
る
計
画
と
し
て
お
り
、
必
要
な
項
目
に

つ
い
て
事
務
局
や
作
業
部
会
の
中
で
協

議
・
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
新
た
に
空
き
家
等
を
除
却
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
と
聞
い
て
い
る

が
、
詳
細
を
伺
う
。

Ａ
．
１
つ
は
、
老
朽
化
し
て
崩
壊
の
危
険

性
が
あ
る
管
理
不
全
空
き
家
に
つ
い
て
、

除
却
費
用
の
一
部
を
１
０
０
万
円
を
上
限

と
し
て
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
１

つ
は
、
そ
れ
ほ
ど
古
く
な
っ
て
い
な
い
空

き
家
の
除
却
に
つ
い
て
、
１
件
あ
た
り
１０

万
円
を
１０
件
分
予
算
化
し
た
。
老
朽
化
が

著
し
い
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
空
き
家
を

除
却
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
場
合

に
補
助
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
の
除
却
、

ま
た
、
除
却
後
の
土
地
の
利
活
用
を
促
し

て
い
く
。

た
ば
こ
税

職
員
研
修
事
業
費

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

保
育
所
入
所
負
担
金

弁
償
金

【
歳
入
】

【
歳
出
】

一

般

会

計

令和５年度一般 会計予算は、

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

190億7,900 万円に決定
予算特別委員会（山科正仁委員長）で令和５年３月10・13・14日の３日間審査しました。
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審
議
さ
れ
た
議
案
等

予
算
特
別
委
員
会
チ
ョ
イ
ス（
ふ
る
さ
と
納
税
等
）

一
般
質
問

政
務
活
動
費
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Ｑ
．
調
定
見
込
額
で
本
数
見
込
、
見
込
金

額
が
増
え
、
昨
年
度
よ
り
５
３
０
０
万
円

増
え
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

Ａ
．
全
国
的
に
は
売
上
本
数
及
び
金
額
が

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
本
市
を
含
め
最
上

郡
内
に
お
い
て
は
令
和
３
、
４
年
度
は
増

加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
て
予
算
編
成
を
行
っ
た
。
た
ば
こ
を
販

売
し
て
い
る
場
所
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
増
加
が
要
因
で
あ

る
と
分
析
し
て
い
る
。

Ｑ
．
保
育
所
入
所
負
担
金
が
昨
年
度
と
比

較
し
て
減
少
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

理
由
か
。
ま
た
、
滞
納
金
を
ど
の
よ
う
に

回
収
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
．
３
〜
５
歳
と
０
〜
２
歳
児
で
の
非
課

税
世
帯
の
保
育
料
を
無
償
化
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
滞
納
に
つ
い
て
は
、
保
護
者

と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
早
期
の
納
付
を
お

願
い
し
て
い
く
。

Ｑ
．
行
政
代
執
行
に
よ
り
解
体
さ
れ
た
北

本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
の
撤
去
費
用
５
２
５
１

万
４
０
０
０
円
の
納
付
金
額
は
、
ど
の
款

項
目
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
令
和
４
年
度
分
の
支
払
金
額
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
全
額
の
納
付
を
要
求
し

て
き
た
が
、
４０
万
円
の
納
入
で
あ
っ
た
。

残
額
に
つ
い
て
は
、
滞
納
繰
越
と
し
て
令

和
５
年
度
の
歳
入
と
な
る
。
現
在
進
め
て

い
る
解
体
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
金
額
が

確
定
し
て
か
ら
の
徴
収
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
も
、
費
用
の
回
収
に
向
け
て

請
求
を
続
け
て
い
く
。

Ｑ
．
現
在
、
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

㈱
電
通
に
研
修
派
遣
を
実
施
し
て
い
る

が
、
令
和
５
年
度
も
派
遣
す
る
予
定
で
あ

る
か
。

Ａ
．
別
の
派
遣
先
を
早
急
に
検
討
し
て
、

職
員
の
意
欲
に
応
え
た
い
。

Ｑ
．
新
婚
世
帯
に
対
し
、
結
婚
に
伴
う
新

生
活
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
係
る
費
用
を
支

援
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
昨
年
度
の
３
倍

の
予
算
と
し
た
理
由
と
見
込
数
を
伺
う
。

Ａ
．
令
和
４
年
度
は
所
得
要
件
が
夫
婦
合

計
で
４
０
０
万
円
未
満
だ
っ
た
が
、
令
和

５
年
度
は
５
０
０
万
円
未
満
に
緩
和
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
補
助
上
限
額

が
夫
婦
と
も
に
３９
歳
以
下
で
３０
万
円
と
い

う
と
こ
ろ
が
、
２９
歳
以
下
の
場
合
に
は
６０

万
円
に
引
き
上
げ
に
な
る
こ
と
、
制
度
が

徐
々
に
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
加
味
し

て
予
算
編
成
を
行
っ
た
。件
数
と
し
て
は
、

２９
歳
以
下
の
夫
婦
で
２１
件
、
３９
歳
以
下
の

夫
婦
で
９
件
と
見
込
ん
で
お
り
、
予
算
額

を
１
５
３
０
万
円
と
し
た
。

Ｑ
．
返
礼
品
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
県
内

他
市
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
市

に
お
い
て
は
透
明
性
の
確
保
の
点
で
問
題

は
な
い
か
。

Ａ
．
新
庄
市
に
お
い
て
は
、
事
業
者
登
録

の
際
に
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
聞
取
り
等
も
行
う
中
で
確
認
を
実

施
し
て
い
る
。
県
内
で
事
業
所
が
市
内
に

な
か
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
が
、
会
社
の
所

在
地
が
新
庄
市
内
に
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
登
録
時
に
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
令
和
５
年
度

の
配
置
予
定
を
伺
う
。

Ａ
．
現
在
７
名
の
協
力
隊
員
が
お
り
、
そ

の
う
ち
１
名
が
令
和
４
年
度
末
で
退
任
予

定
で
あ
る
。
現
在
各
課
で
必
要
に
応
じ
て

募
集
を
行
っ
て
い
る
が
、
令
和
５
年
度
の

正
確
な
人
数
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ

る
。

Ｑ
．
本
市
住
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
率
を
伺
う
。

Ａ
．
令
和
５
年
２
月
末
時
点
で
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
は
６８
・
８
％
、

申
請
率
は
８４
・
１
％
と
な
っ
て
お
り
、
２

月
末
ま
で
の
締
切
ま
で
に
駆
け
込
み
で
申

請
し
て
い
た
だ
い
た
方
が
多
か
っ
た
。
来

年
度
以
降
は
、来
庁
が
困
難
な
方
に
対
し
、

市
が
出
向
い
て
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と

で
、
交
付
率
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

Ｑ
．
ハ
ン
ド
ル
型
電
動
車
い
す
購
入
費
等

助
成
金
に
つ
い
て
事
業
内
容
を
問
う
。

Ａ
．
ハ
ン
ド
ル
型
電
動
車
い
す
購
入
に
対

す
る
金
額
、
ま
た
は
年
間
の
レ
ン
タ
ル
料

に
対
し
て
、
上
限
５
万
円
を
補
助
す
る
事

業
で
あ
る
。

Ｑ
．
子
育
て
支
援
医
療
給
付
事
業
の
内
容

と
、
そ
の
拡
大
対
象
を
伺
う
。

Ａ
．
こ
れ
ま
で
、
中
学
３
年
生
ま
で
の
お

子
さ
ん
の
保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担

額
を
無
料
化
し
て
い
た
も
の
を
、
新
た
に

１８
歳
ま
で
に
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
．
堆
肥
製
造
業
務
は
永
年
の
継
続
事
業

で
あ
る
が
、
効
果
が
表
れ
な
い
の
で
見
直

し
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

Ａ
．
事
業
を
続
け
る
た
め
に
は
、
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。
事
業

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
や
環
境

審
議
会
等
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
．
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
共
同
実
施
の
内

容
を
問
う
。

Ａ
．
新
庄
市
、
舟
形
町
、
鮭
川
村
、
戸
沢

村
の
４
市
町
村
共
同
で
行
う
も
の
で
あ

り
、
飛
行
機
を
活
用
し
て
上
空
か
ら
写
真

を
撮
影
し
、
樹
種
や
樹
齢
、
本
数
、
地
形

の
高
低
等
を
レ
ー
ザ
ー
測
量
に
よ
っ
て
解

析
し
、
重
点
的
に
管
理
し
て
い
く
箇
所
の

調
査
を
行
う
。
ま
た
、
解
析
結
果
を
活
用

し
て
、
今
後
の
森
林
整
備
に
役
立
て
て
い

く
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
．
４
市
町
村
で
共
同
で
実
施
し
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
当
市
の
負
担
や
面
積
は

ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
．
４
市
町
村
の
合
計
が
１
５
８
６
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
う
ち
新
庄
市
の
面
積
は
４
８

１
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
負
担
金
額
は

１
６
７
２
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
．
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
活
用
を
道

の
駅
と
同
様
に
整
備
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

Ａ
．
道
の
駅
の
大
規
模
駐
車
場
を
十
分
に

活
用
で
き
る
よ
う
な
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。
新
庄
市
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
第

５
期
利
用
計
画
に
お
い
て
も
、
北
川
エ
リ

ア
の
活
用
を
含
め
た
様
々
な
事
業
展
開
を

考
え
て
い
る
。
民
間
の
方
々
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
道
の
駅
に

関
す
る
協
議
は
ど
う
進
ん
で
い
る
の
か
伺

う
。

Ａ
．
最
上
郡
内
８
市
町
村
及
び
最
上
郡
の

商
工
団
体
、
国
や
県
を
委
員
と
し
て
、
現

在
協
議
を
進
め
て
い
る
。
令
和
４
年
度
か

ら
令
和
５
年
度
に
か
け
て
基
本
構
想
を
固

め
る
計
画
と
し
て
お
り
、
必
要
な
項
目
に

つ
い
て
事
務
局
や
作
業
部
会
の
中
で
協

議
・
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
．
新
た
に
空
き
家
等
を
除
却
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
と
聞
い
て
い
る

が
、
詳
細
を
伺
う
。

Ａ
．
１
つ
は
、
老
朽
化
し
て
崩
壊
の
危
険

性
が
あ
る
管
理
不
全
空
き
家
に
つ
い
て
、

除
却
費
用
の
一
部
を
１
０
０
万
円
を
上
限

と
し
て
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
１

つ
は
、
そ
れ
ほ
ど
古
く
な
っ
て
い
な
い
空

き
家
の
除
却
に
つ
い
て
、
１
件
あ
た
り
１０

万
円
を
１０
件
分
予
算
化
し
た
。
老
朽
化
が

著
し
い
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
空
き
家
を

除
却
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
場
合

に
補
助
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
の
除
却
、

ま
た
、
除
却
後
の
土
地
の
利
活
用
を
促
し

て
い
く
。

ハ
ン
ド
ル
型
電
動
車
い
す
購
入

費
等
助
成
金

エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
推
進
事
業
費

航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
共
同
実
施

負
担
金

Ｉ
Ｃ
付
近
道
の
駅

空
き
家
等
除
却
支
援
事
業

子
育
て
支
援
医
療
給
付
事
業

堆
肥
製
造
業
務
委
託
料

令和５年度一般 会計予算は、
総 

額190億7,900 万円に決定
予算特別委員会（山科正仁委員長）で令和５年３月10・13・14日の３日間審査しました。

予算特別委員会の審査から



審
議
さ
れ
た
議
案
等

予
算
特
別
委
員
会
チ
ョ
イ
ス（
ふ
る
さ
と
納
税
等
）

一
般
質
問

政
務
活
動
費

６

Ｑ
．
昨
年
、
空
き
家
の
持
ち
主
に
向
け
た

説
明
会
を
開
催
し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

Ａ
．
説
明
会
後
、
８
件
ほ
ど
の
エ
ン
ト
リ

ー
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
物
件
ご
と
に
協

定
を
結
ん
で
い
る
県
、
山
形
県
住
宅
供
給

公
社
、
市
で
、
物
件
の
調
査
、
オ
ー
ナ
ー

と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
そ
の
中

で
、
事
業
の
考
え
方
等
を
改
め
て
相
談
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Ｑ
．
昨
年
度
、
消
防
庁
通
達
に
従
い
最
上

７
町
村
で
団
員
報
酬
を
増
額
し
て
い
る

が
、
当
市
で
団
員
報
酬
の
増
額
を
予
算
要

求
し
な
か
っ
た
理
由
と
増
額
時
期
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
．現
在
、消
防
団
員
の
定
数
に
つ
い
て
、

団
の
方
で
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
で

の
改
定
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
防
災
士
連
絡
会
運
営
交
付
金
の
内
容

と
、
自
主
防
災
組
織
と
防
災
士
の
連
携
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
防
災
士
連
絡
会
運
営
交
付
金
は
、
地

域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
防
災
士
の

活
動
を
支
援
し
、
地
域
の
防
災
活
動
と
被

災
時
の
対
応
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
防
災
士
の

方
々
と
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
連
携
強

化
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
防
災
力
の
向

上
に
努
め
た
い
。

Ｑ
．
通
学
手
段
確
保
対
策
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
の
詳
細
と
、今
後
の
拡
充
を
問
う
。

Ａ
．
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
距
離
要
件
を
満
た

す
地
域
に
お
い
て
、
路
線
バ
ス
を
利
用
し

て
通
学
し
て
い
る
児
童
生
徒
へ
の
補
助
で

あ
る
。
今
後
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
通
学

プ
ラ
ン
の
基
準
の
全
体
的
な
見
直
し
に
も

関
わ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
関
係
者
、
学
校

関
係
者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
引
き
続

き
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
解
体
に
向
け
た
地
域
と
の
協
議
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

Ａ
．
体
育
館
は
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
が
あ
っ
た
た
め
、
現
在
、
社
会
教
育
施

設
と
し
て
供
用
し
て
い
る
。
敷
地
全
体
に

つ
い
て
は
、
広
場
と
し
て
使
用
す
る
方
向

性
だ
っ
た
が
、
こ
ち
ら
も
体
育
施
設
と
い

う
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
解
体
に

あ
た
っ
て
は
、
地
元
の
方
々
の
意
見
を
尊

重
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

Ｑ
．
学
校
給
食
は
少
子
化
対
策
と
し
て
全

員
無
償
化
し
、
必
要
予
算
１
億
５
０
０
０

万
円
は
他
の
事
業
を
圧
縮
し
て
で
も
捻
出

す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

Ａ
．
来
年
度
に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
に

お
け
る
多
子
世
帯
へ
の
対
応
を
最
優
先
に

考
え
た
。
新
規
事
業
で
あ
る
た
め
課
題
等

が
出
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
足

り
な
い
部
分
も
含
め
て
評
価
を
行
い
な
が

ら
、
今
後
に
つ
い
て
も
支
援
の
検
討
を
行

う
。

Ｑ
．
所
得
１
０
０
万
円
未
満
の
世
帯
数
が

他
市
と
比
べ
て
多
い
が
、そ
の
理
由
は
何
か
。

Ａ
．
所
得
が
少
な
い
層
の
加
入
が
増
え
て

い
る
こ
と
、
景
気
の
回
復
に
伴
っ
て
社
会

保
険
の
加
入
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
所
得
１
０
０
万
円
未
満
の
滞
納
者

が
多
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
た
場
合
の
傷
病
手

当
金
の
支
給
状
況
と
、
今
後
の
見
通
し
を

伺
う
。

Ａ
．
令
和
５
年
２
月
末
現
在
で
、
国
民
健

康
保
険
で
１０
件
、
約
３４
万
円
の
支
給
を
決

定
し
て
い
る
。
国
で
は
、
５
類
へ
の
引
下

げ
に
伴
い
、
傷
病
手
当
金
の
支
給
対
象
期

間
を
５
月
７
日
ま
で
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
庄
市
に
お
い
て
も
国
の
方
針
に
な

ら
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

Ｑ
．
介
護
認
定
者
の
う
ち
、
障
が
い
者
控

除
認
定
者
数
は
。介
護
負
担
軽
減
の
た
め
、

市
で
把
握
す
る
該
当
者
に
認
定
書
を
送
付

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
介
護
認
定
者
の
う
ち
障
が
い
者
控
除

の
認
定
書
は
４３
件
発
行
し
て
い
る
。
す
べ

て
の
方
が
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
そ
の
方
の
状
況
に
よ
る
た
め
、
市
報

や
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
て
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
窓
口
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
方

へ
の
丁
寧
な
説
明
を
行
う
。

Ｑ
．
介
護
職
員
不
足
や
、
他
市
町
村
に
勤

め
る
介
護
職
員
も
多
数
い
る
と
言
わ
れ
て

久
し
い
。
介
護
職
員
の
待
遇
の
改
善
及
び

介
護
施
設
入
居
者
定
数
の
増
加
に
向
け
、

他
県
よ
り
入
居
者
を
募
る
こ
と
は
ど
う

か
。

Ａ
．
様
々
な
形
で
検
討
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
今
後
も
介
護
の
人
材
不
足
の
解
消
に

努
め
て
い
く
。

準
学
生
寮
供
給
促
進
事
業
費
補
助
金

非
常
備
消
防
費

防
災
士
連
絡
会
運
営
交
付
金

通
学
手
段
確
保
対
策
事
業

学
校
給
食
費
補
助
金

北
辰
小
学
校
解
体
工
事
実
施
設

計
業
務
委
託
料

傷
病
手
当
金
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
（
滞
納
繰
越
）

に
つ
い
て

障
が
い
者
控
除
認
定
に
つ
い
て

介
護
職
員
不
足
の
解
消
に
つ
い
て

R５.５.11

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計



チ
ョ
イ
ス
❷

チ
ョ
イ
ス
❸

審
議
さ
れ
た
議
案
等

予
算
特
別
委
員
会
チ
ョ
イ
ス（
ふ
る
さ
と
納
税
等
）

一
般
質
問

政
務
活
動
費

７

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　
都
市
部
に
一
極
集
中
す
る
人
材・物
資・

資
産
な
ど
を
地
方
へ
と
分
散
さ
せ
、
地
方

の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
始
ま
っ
た
制
度

で
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
寄
附
金
の
使
い
道
を
指
定
す
る
こ
と
で
、

寄
附
先
の
自
治
体
の
特
定
事
業
を
応
援

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
寄
附
の
返
礼
品
と
し
て
、
そ
の
地
域
の

特
産
物
な
ど
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

③
寄
附
額
に
応
じ
た
税
額
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
住
民
登
録
を
し
て
い
る
自
治
体
に
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
て
も
、
返
礼
品
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
庄
市
で
は
、
令
和
４
年
度
に
約
９
万

件
・
約
１０
億
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
返
礼
品
を
ジ
ャ
ン
ル
別
で
見
る
と
、
米

が
１
位
と
な
っ
て
お
り
、
次
い
で
牛
肉
、

惣
菜
・
野
菜
類
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を

通
じ
て
新
庄
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し

て
い
け
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

○
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
創
生
応

援
税
制
）
と
は

　
国
が
認
定
し
た
地
域
再
生
計
画
に
位
置

付
け
ら
れ
る
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
企
業
が
寄
附

を
行
っ
た
場
合
に
法
人
関
係
税
か
ら
税
額

控
除
さ
れ
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

　
本
制
度
を
利
用
し
て
寄
附
す
る
と
、
最

大
で
３
割
の
損
金
算
入
を
加
え
た
、
９
割

の
法
人
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
新
庄
市
で
は
、
令
和
３
年
度
に
寄
附
受

け
入
れ
を
開
始
し
て
以
降
、
６
社
の
企
業

様
よ
り
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
ご
寄
附
に
つ
い
て
は
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

掲
げ
る
、
次
の
４
つ
の
基
本
目
標
に
基
づ

い
た
事
業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

①
若
い
世
代
の
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

②
社
会
全
体
で
結
婚・妊
娠・出
産・育
児・

教
育
を
応
援
す
る

③
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
安
心
な
暮
ら
し

を
確
保
す
る

④
地
域
産
業
の
持
続
的
発
展
と
安
定
的
な

雇
用
を
確
保
す
る

　
市
外
に
本

社
を
置
く
企

業
が
、
本
市

に
対
し
て
利

用
で
き
る
制

度
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ

ち
ら
も
、
新

庄
市
の
発
展

の
た
め
に
ご

協
力
い
た
だ

け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

　
産
業
振
興
の
用
に
供
す
る
新
庄
中
核
工

業
団
地
の
土
地
を
売
却
す
る
た
め
、
３
月

議
会
に
お
い
て
当
該
分
譲
地
の
売
却
の
た

め
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
田
山
に
あ
る
新
庄
中
核
工
業
団
地
に

お
い
て
、
昭
和
５９
年
の
分
譲
開
始
以
来
、

多
種
多
様
な
経
営
事
業
所
、
会
社
が
開
業

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
残
り
１
区
画
で
あ
っ
た
Ｏ

（
オ
ー
）
区
画
５
２
０
９
０
．
７
２
平
方

メ
ー
ト
ル
が
売
却
さ
れ
、
分
譲
率
が
１
０

０
％
に
達
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
分
譲
先
は
、
同
団
地
内
で
操
業
し
て
い

る
マ
ル
カ
林
業
株
式
会
社
で
、
分
譲
予
定

額
は
２
億
３
１
２
８
万
円
で
す
。

　
地
域
経
済
の
発
展
に
好
影
響
を
も
た
ら

す
事
業
所
と
な
る
よ
う
、
事
業
開
始
に
期

待
が
持

た
れ
ま

す
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
周
辺

道
の
駅
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、
３
月
議
会
の
初
日
、
駐
車
場
部
分

に
あ
た
る
土
地
と
し
て
、
新
庄
市
五
日
町

字
一
本
柳
１
１
４
５
番
地
１
（
地
積
７
４

３
１
．
１
９
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
２
３
７

７
万
９
８
０
８
円
で
取
得
す
る
内
容
の
議

案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
一
議
員
よ
り
反

対
討
論
も
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果

は
賛
成
１０
、
反
対
３
の
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
周
辺
道
の
駅
整

備
事
業
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
山
形
県

公
安
委
員
会
や
国
と
の
協
議
を
経
て
、
令

和
４
年
１０
月
３１
日
、
国
と
市
の
一
体
型
道

の
駅
整
備
に
関
す
る
３
つ
の
協
定
書
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
用
地
取
得
の
議
案
の
可
決

を
受
け
て
、
令
和
５
年
度
に
調
査
設
計
業

務
と
造
成
工
事
が
行
わ
れ
、
来
年
度
に
は

舗
装・外
構
工
事
、

建
物
建
設
工
事
、

市
道
改
良
工
事
な

ど
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
令
和
７
年

度
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
の
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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審
議
さ
れ
た
議
案
等

予
算
特
別
委
員
会
チ
ョ
イ
ス（
ふ
る
さ
と
納
税
等
）

一
般
質
問

政
務
活
動
費

◎
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
が
２
月

１５
日
に
国
か
ら
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
市
民
は
、
城
下
の
風
情
を
醸
し
出

す
表
門
、
隅
櫓
、
入
場
橋
の
構
築
を
望

ん
で
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市
長　
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

は
、
２
月
１５
日
に
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
の
主
務
大
臣
で
あ
る
国
土
交
通
大

臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣

よ
り
計
画
の
認
定
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
認
定
は
、
本
市
に
と
っ
て
大

き
な
意
義
が
あ
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
大
き
な
柱
に
な
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
本
計
画
に
お
い
て
は
、
新
庄
城
址
で

あ
る
最
上
公
園
を
重
点
区
域
の
核
と
な

る
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
、「
最
上

公
園
（
新
庄
城
址
）
修
景
整
備
事
業
」

と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
土
橋
や
大
手
門
、
隅
櫓
の
整

備
は
、
法
定
協
議
会
で
あ
る
推
進
協
議

会
の
委
員
の
方
々
か
ら
も
同
様
の
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、今
年
度
ま
と
め
ま
し
た「
最

８

小　嶋　冨　弥　議員

『わくわく感を感じる新庄市に』
◎
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
が
２
月

１５
日
に
国
か
ら
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
市
民
は
、
城
下
の
風
情
を
醸
し
出

す
表
門
、
隅
櫓
、
入
場
橋
の
構
築
を
望

ん
で
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市
長　
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

は
、
２
月
１５
日
に
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
の
主
務
大
臣
で
あ
る
国
土
交
通
大

臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣

よ
り
計
画
の
認
定
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
認
定
は
、
本
市
に
と
っ
て
大

き
な
意
義
が
あ
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
大
き
な
柱
に
な
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
本
計
画
に
お
い
て
は
、
新
庄
城
址
で

あ
る
最
上
公
園
を
重
点
区
域
の
核
と
な

る
エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
、「
最
上

公
園
（
新
庄
城
址
）
修
景
整
備
事
業
」

と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
土
橋
や
大
手
門
、
隅
櫓
の
整

備
は
、
法
定
協
議
会
で
あ
る
推
進
協
議

会
の
委
員
の
方
々
か
ら
も
同
様
の
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、今
年
度
ま
と
め
ま
し
た「
最

上
公
園（
新
庄
城
址
）整
備
基
本
構
想
」

に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め

関
係
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
具
体
的
な
整
備
計
画

を
策
定
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
新
庄
開
府
４
０
０
年

記
念
事
業
と
連
携
し
な
が
ら
機
運
の
醸

成
を
図
り
、
城
址
公
園
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
景
観
形
成
と
公
園
機
能
の
充
実
を

図
る
こ
と
で
、
市
民
が
誇
り
に
思
え
る

公
園
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

◎
こ
の
計
画
の
認
定
に
際
し
、
最
上
公

園
の
名
称
を
新
庄
城
址
公
園
に
変
え
る

べ
き
と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

市
長　
他
の
自
治
体
に
お
い
て
、
市
民

の
方
か
ら
要
望
書
や
陳
情
を
提
出
さ
れ

た
中
で
、そ
れ
を
議
会
で
採
択
し
た
り
、

行
政
側
で
市
民
説
明
会
を
開
催
し
た
り

と
い
う
よ
う
に
、
時
間
を
か
け
て
行
っ

て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　
行
政
主
導
で
名

称
を
変
更
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
市

民
の
方
か
ら
そ
の

よ
う
な
要
望
が
上

が
っ
て
き
た
中
で

市
が
動
く
と
い
う

こ
と
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
声
、
動

き
が
あ
れ
ば
、
議

会
の
方
で
も
下
支

え
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

もの申す！
一 般 質 問
一般質問は、３月６日と７日の２日間、７名の議員が行いました。
質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿に基づき掲載しています。

３月定例会一般質問の質問者と質問事項

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

一般質問とは、議員が
市政全般のことについて、
執行部に質問することじゃ。

ねえ、かむてんおしえて！
一般質問って何？

小嶋　冨弥
１．ふるさと納税について
２．新庄まつりｉｎ巣鴨について
３．歴史的風致維持向上計画について
４．今村翔吾氏たび丸号について

山科　正仁
１．歴史的風致維持向上計画による交流人口の拡大に
向けた施策について

２．ＩＣ付近の歩行者の安全確保対策について
３．学校給食の食材費高騰について

山科　春美
１．高齢者支援について
２．若者の地元企業への就職について
３．新庄まつりの時の踊りパレードの復活について

庄司　里香
１．新庄開府４００年記念事業について
２．今年の新庄まつりについて
３．市民の健康と命を守るための施策について
４．雪対策について

今田　浩徳
１．高速交通網整備がもたらす将来設計と課題

佐藤　卓也
１．これからのまちづくりについて
２．新庄市の少子化対策について
３．自治体ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

について

佐藤　悦子
１．コロナ５類移行について、公的支援を縮小・廃止
では、感染を抑止できないのではないか

２．酪農・畜産への支援をどう考えているか
３．中心商店街活性化のために
４．介護保険の大改悪ではなく、在宅介護の利用料軽
減制度が必要ではないか

５．水道不正使用について

R５.５.11
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審
議
さ
れ
た
議
案
等

予
算
特
別
委
員
会
チ
ョ
イ
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ふ
る
さ
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納
税
等
）

一
般
質
問

政
務
活
動
費

９

一般質問

山　科　正　仁　議員

『歴史と観光のマッチング』
◎
国
の
認
定
を
受
け
た
「
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
」
と
「
高
速
道
路
の
延

伸
」
に
伴
い
、
観
光
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
た
め
の
誘
導
策
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

市
長　
以
前
よ
り
、
最
上
地
域
観
光
協

議
会
に
お
い
て
、
広
域
的
な
観
光
商
品

等
の
開
発
・
企
画
、
ま
た
そ
れ
ら
に
対

す
る
助
成
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
高
速
交
通
網
の
整
備
に
よ
る
相
乗
効

果
は
大
き
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
隣
県
の

各
地
域
と
も
、
協
力
体
制
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
考
え
の
も
と
、
湯
沢
市
の
商

工
会
議
所
青
年
部
と
本
市
の
商
工
会
議

所
青
年
部
で
、
広
域
連
携
と
し
て
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ゆ
め
り

あ
に
て
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
に
お
い
て
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
取

得
等
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
点
を

加
味
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◎
学
校
給
食
補
助
事
業
で
、
第
２
子
・

第
３
子
へ
の
学
校
給
食
の
補
助
が
実
施

さ
れ
る
が
、
昨
今
の
急
激
な
食
材
費
高

騰
に
対
応
で
き
る
施
策
で
あ
る
の
か
伺

う
。

教
育
長　
令
和
５
年
度
の
学
校
給
食
費

に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
事
業
運
営
協

議
会
に
お
い
て
、
現
行
の
給
食
費
で
は

学
校
給
食
栄
養
摂
取
基
準
を
満
た
し

た
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
給
食
を
提
供

す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
小
中

学
校
と
も
に
３０
円
値
上
げ
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
の
結
果
が
示
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
経
済
的
に
困
窮
し
た
世
帯
に

つ
い
て
は
、
就
学
援
助
費
の
中
で
給
食

費
を
全
額
支
給
し
て
お
り
ま
す
。
併
せ

て
、
家
庭
状
況
の
急
変
な
ど
に
よ
り
支

援
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

も
、
随
時
、
就
学
援
助
を
申
請
い
た
だ

き
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
義
務
教
育
期
間
に

２
人
以
上
の
児
童
等
が
在
籍
す
る
世
帯

に
つ
い
て
、
第
３
子
以
降
児
童
等
学
校

給
食
費
無
償
化
事
業
及
び
第
２
子
児
童

等
学
校
給
食
費
半
額
補
助
事
業
を
新
た

に
実
施
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
１
子
の
み
の
世
帯
に
つ
い
て

は
、令
和
２
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、

給
食
費
１
食
に
つ
き
小
学
生
は
１５
円
、

中
学
生
は
２０
円
の
補
助
金
を
継
続
し
て

実
施
し
ま
す
。

　
多
子
世
帯
に
お
い
て
は
、
物
価
高
騰

に
よ
る
家
計
の
負
担
が
一
段
と
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
物
価
高
騰

に
よ
る
値
上
げ
分
を
含
む
学
校
給
食
費

を
補
助
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
の

支
援
の
一
助
と
な
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
引
き
続
き
、
物
価
の
状
況
を
注
視
し

な
が
ら
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
る

よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

山　科　春　美　議員

『住みよさをかたちにしていくために』
◎
今
後
、
買
い
物
弱
者
も
増
加
し
て
く

る
と
思
わ
れ
る
中
、
移
動
ス
ー
パ
ー
と

高
齢
者
の
見
守
り
も
兼
ね
た
形
で
官
民

連
携
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
が
、
市
と
し
て
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

市
長　
市
で
は
、
一
事
業
者
と
の
間
で

「
新
庄
市
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
見

守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
移
動

ス
ー
パ
ー
の
事
業
主
が
、
日
常
業
務
に

お
い
て
利
用
者
等
の
異
変
を
察
知
し
た

場
合
、
速
や
か
に
市
ま
た
は
警
察
へ
連

絡
を
い
た
だ
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し

必
要
な
対
応
を
行
う
も
の
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
支
援
が
必
要
な
世

帯
に
つ
い
て
情
報
共
有
が
な
さ
れ
た
事

例
も
あ
り
、
高
齢
者
の
見
守
り
等
に
関

し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
移
動
ス
ー
パ
ー
に
つ
い
て
は
個
人
事

業
主
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
業
実
施
に

係
る
支
援
に
つ
い
て
は
他
市
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◎
職
業
選
択
を
行
う
学
生
を
中
心
と
し

た
若
者
世
代
に
、
い
か
に
地
元
企
業
の

魅
力
を
発
信
し
地
元
に
残
っ
て
も
ら
え

る
た
め
に
様
々
な
企
画
を
発
信
し
て
い

ま
す
が
、
成
果
と
課
題
、
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長　
本
市
に
お
い
て
も
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
に
よ
り
企
業
等
に
お
け
る

人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
若
者

世
代
の
地
元
企
業
へ
の
就
職
が
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
人
材
育
成
や
確
保
の
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
最
上
管
内

の
高
校
生
や
、
県
内
の
大
学
生
、
高
専

生
を
対
象
に
し
た
企
業
見
学
会
や
、
出

張
職
業
体
験
事
業
（「Shin-job

」）

を
市
内
全
て
の
中
学
校
、
義
務
教
育
学

校
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「Shin-job

」
事
業
開
始
当
時
に
中

学
１
年
生
だ
っ
た
生
徒
の
う
ち
、
高
卒

就
職
希
望
者
は
こ
の
４
月
か
ら
社
会
人

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
進
学
を
選

択
さ
れ
た
学
生
は
社
会
人
と
な
る
の
が

令
和
９
年
度
と
な
る
た
め
、
事
業
効
果

が
見
え
て
く
る
ま
で
は
相
当
な
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
も
、
人
材
育
成
に
は

粘
り
強
く
継
続
し
た
取
組
み
が
必
要
で

あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
成
果
と
し
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
１

月
末
時
点
の
最
上
管
内
の
高
校
生
の
就

職
内
定
状
況
が
、
求
職
者
１
２
８
名
に

対
し
、
最
上
管
内
の
企
業
へ
の
就
職
希

望
者
は
６７
名
で
、
そ
の
う
ち
内
定
者
は

６１
名
、
内
定
率
は
９１
％
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の

地
域
に
は
高
等
教
育
機
関
が
少
な
い
た

め
、
高
校
卒
業
後
に
進
学
し
た
方
に
つ

い
て
は
、
市
と
の
接
点
が
減
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
進
学
先
の
大
学
等
と
の
連
携

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
市
を
離
れ
た

学
生
と
の
繋
が
り
を
持
て
る
よ
う
な
施

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

R５.５.11
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一般質問

庄　司　里　香　議員

『今年の新庄まつりについて』
◎
今
年
の
新
庄
ま
つ
り
の
通
常
開
催
に

あ
た
り
、
新
た
な
取
り
組
み
、
特
に
各

若
連
の
人
材
、
財
源
不
足
に
関
す
る
施

策
を
伺
い
ま
す
。

市
長　
令
和
５
年
度
の
新
庄
ま
つ
り
の

開
催
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
通
常
開
催
と
す
る
こ
と
が
最
優
先
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
庄

ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
お
い
て
協
議
し

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
の
開
催
に
お
け
る
新
た
な
取
組

み
に
つ
い
て
で
す
が
、
特
に
人
材
や
財

源
不
足
に
関
す
る
施
策
と
し
て
、
人
材

に
つ
い
て
は
新
庄
ま
つ
り
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度
を
新
た
に
創
出
し
、
財
源
の
確
保

と
し
て
は
、
企
業
か
ら
の
支
援
と
し
て

の
協
賛
金
の
受
入
れ
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

◎
新
庄
開
府
４
０
０
年
記
念
事
業
は
、

新
庄
ま
つ
り
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

等
は
考
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

　
ま
た
、
歌
舞
伎
役
者
の
方
々
を
招
待

す
れ
ば
、
後
世
に
残
る
大
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長　
３
年
後
の
令
和
７
年
が
新
庄

ま
つ
り
２
７
０
年
に
あ
た
る
た
め
、
開

府
４
０
０
年
記
念
事
業
と
と
も
に
新
庄

ま
つ
り
も
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
、

新
庄
ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

市
長　
新
庄
ま
つ
り
と
歌
舞
伎
関
係
者

の
方
、
歌
舞
伎
山
車
と
の
関
わ
り
は
密

接
な
も
の
で
あ
り
、
過
去
に
は
山
車
連

盟
が
研
修
事
業
と
し
て
歌
舞
伎
の
観
覧

を
行
っ
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
行
わ
れ
る
新
庄
開
府
４
０
０
年

記
念
事
業
と
新
庄
ま
つ
り
と
の
コ
ラ
ボ

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
ご
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
企
画
立
案
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今　田　浩　徳　議員

『高速交通網がもたらす将来設計と課題』
◎
観
光
客
の
誘
導
・
獲
得
に
向
け
、
民

間
活
力
利
用
を
含
め
た
市
の
考
え
を
伺

う
。

市
長　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
観
光
需
要
が

徐
々
に
回
復
し
て
お
り
、
観
光
客
獲
得

に
向
け
た
旅
行
商
品
づ
く
り
や
受
け
入

れ
態
勢
整
備
な
ど
、
最
上
管
内
の
自
治

体
、
民
間
の
観
光
会
社
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、観
光
誘
客
や
旅
行
企
画
、

商
品
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
観
光
事

業
者
と
連
携
し
、
本
市
及
び
近
隣
地
域

へ
の
来
訪
者
の
動
向
な
ど
の
分
析
や
企

画
立
案
、
誘
導
方
法
に
関
す
る
ア
イ
デ

ア
を
い
た
だ
き
な
が
ら
観
光
客
の
獲
得

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
納
税
を
現
地
納
税
に
向
け

て
の
飲
食
店
や
物
産
店
と
の
連
携
を
ど

う
と
ら
え
て
い
く
か
伺
う
。

市
長　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
流

れ
も
、
モ
ノ
か
ら
人
や
つ
な
が
り
な
ど

に
流
れ
が
動
い
て
き
て
い
る
と
い
う
中

で
、
旅
行
客
や
観
光
客
に
新
庄
の
飲
食

や
体
験
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
新
た
な
商
品
と
し

て
「
さ
と
ふ
る
」
と
い
う
会
社
と
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
が
コ
ラ
ボ
し
た
、Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ

ａ
ｙ
商
品
券
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
方
自
治
体
に
ス
マ
ホ

か
ら
寄
付
す
る
こ
と
で
、
寄
付
金
額
に

応
じ
た
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
商
品
券
が
も
ら

え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
商
品
券

は
選
ん
だ
自
治
体
で
し
か
使
え
な
い
と

い
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
旅
行
や
出
張
で

新
庄
を
訪
れ
た
方
が
新
庄
市
内
で
寄
附

を
し
て
も
ら
い
、
新
庄
に
登
録
し
て
い

る
店
舗
で
使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
非

常
に
効
果
が
あ
る
仕
組
み
で
あ
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
取
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

R５.５.11
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一般質問

佐　藤　卓　也　議員

『社会全体で少子化対策を‼』
◎
日
本
で
は
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
で

少
子
化
対
策
を
行
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。

市
長　
来
年
度
か
ら
の
新
た
な
施
策
と

し
て
、「
子
育
て
支
援
医
療
給
付
事
業
」

に
お
け
る
医
療
費
の
無
償
化
の
対
象
を

高
校
３
年
生
ま
で
に
拡
充
す
る
ほ
か
、

多
子
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

学
校
給
食
費
補
助
事
業
に
よ
り
給
食
費

補
助
を
拡
充
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
三

世
代
同
居
、
近
居
の
た
め
の
住
宅
を
取

得
す
る
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
は
、
住

宅
取
得
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
三

世
代
同
居
等
住
宅
取
得
助
成
事
業
」
を

実
施
し
、
家
族
の
支
え
合
い
に
よ
る
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◎
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
住

民
の
利
便
性
や
職
員
の
働
き
方
を
向
上

さ
せ
る
意
味
を
持
ち
ま
す
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
。

市
長　
本
市
で
は
、
令
和
４
年
３
月
に

「
新
庄
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
本
年
２
月
に
は
、
事
業
計

画
と
な
る
「
新
庄
市
デ
ジ
タ
ル
化
推
進

基
本
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
同
プ
ラ
ン
に
お
け
る
個
別

事
業
に
つ
い
て
、Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
市
役
所

内
部
の
業
務
改
善
や
、
市
民
の
利
便
性

の
更
な
る
向
上
に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
上
で
は
、

運
用
面
や
財
政
面
、
職
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ス
キ
ル
の
向
上
な
ど
様
々
な
課
題
が

あ
り
ま
す
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
基
本
構
想
推
進
交
付
金
な
ど
の
活

用
も
含
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
更
な
る
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

佐　藤　悦　子　議員

『酪農・畜産の灯を消すな』
◎
２
年
前
に
比
べ
て
肥
料
も
飼
料
も
２

倍
、
燃
料
代
３
割
高
と
い
う
生
産
コ
ス

ト
の
暴
騰
で
、
牛
乳
を
搾
る
ほ
ど
赤
字

の
酪
農
の
状
況
だ
。
酪
農
・
畜
産
へ
の

支
援
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
高
騰
す
る
配
合
飼
料
価
格
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
国
及
び
県
の
補

助
制
度
で
は
補
い
き
れ
な
い
価
格
上
昇

分
に
つ
い
て
、「
配
合
飼
料
価
格
高
騰

対
策
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、
直
近
の
配
合
飼
料
価
格
も
高

止
ま
り
が

続
い
て
お

り
ま
す
が
、

畜
産
の
安

定
的
な
営

農
の
維
持

に
向
け
て
、

国
及
び
県

の
支
援
策

の
動
向
に

つ
い
て
、

引
き
続
き

注
視
し
て

ま
い
り
ま
す
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
に
つ
い
て
、

公
的
支
援
を
縮
小
・
廃
止
で
は
、
感
染

を
抑
止
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
医

療
・
介
護
事
業
所
へ
の
財
政
支
援
の
継

続
を
求
め
、
市
独
自
の
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

市
長　
我
が
国
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
拡
大
し
て
か

ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る
べ
く
、国・

県
・
市
及
び
医
療
関
係
者
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
基
本
的
な
感
染
症
対
策
の
徹

底
は
も
と
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
臨
時
接
種
に
つ
い
て
も
安
全
か
つ

円
滑
に
接
種
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
た
び
、

国
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症
法
の
位
置
づ
け
を

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５

類
感
染
症
」
に
変
更
す
る
対
応
方
針
を

決
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
具

体
的
な
対
応
策
が
示
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
法
的
な
位
置
づ
け
が
変
更
さ
れ
た
後

に
お
い
て
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
医
療

に
つ
い
て
は
移
行
期
間
を
設
け
て
対
応

す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

更
な
る
感
染
拡
大
や
医
療
ひ
っ
迫
に
よ

り
、
医
療
機
関
、
介
護
事
業
所
等
の
現

場
に
お
け
る
混
乱
や
住
民
へ
の
不
安
を

招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
激
変
緩
和
措

置
や
財
政
支
援
の
継
続
に
つ
い
て
、
機

会
を
捉
え
て
国
や
県
に
要
望
し
て
ま
い

り
ま
す
。

R５.５.11

EU・アメリカの乳製品輸入量は１～２％
日本は３８％

※アメリカ・EUは鈴木宣弘東大名誉教授試算（18~22年）
※日本は農民連試算（21年）いずれも生乳換算
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EU
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１.２９
３８.０７

輸入量 千ｔ 輸入割合 ％
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令
和
４
年
１１
月
５
・
６
日
、
東
京
都
巣
鴨
地

蔵
通
り
商
店
街
周
辺
で
行
わ
れ
た
「
新
庄
ま
つ

り
ｉｎ
巣
鴨
」
に
参
加
し
、
新
庄
市
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
伝
統
行
事
の
発
信
を
契
機

と
し
て
、
交
流
・
関
係
人
口
を
拡
大
し
、
人
口

減
少
対
策
の
一
助
に
な
る
よ
う
提
案
し
て
い
き

ま
す
。

　
令
和
５
年
１
月
２１
日
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
た
「
新
庄
ふ
る
さ
と
応
援
隊
新
年
交
流
会
」

で
は
、
し
ん
じ
ょ
う
観
光
大
使
も
参
加
し
、
大

盛
況
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

顔
を
見
合
わ
せ
て
話
を
す
る
機
会
が
減
っ
た
今

日
で
す
が
、「
会
え
る
イ
ベ
ン
ト
」
の
開
催
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
３
月
３
日
に
は
、
起
新
の
会
と
と

も
に
市
長
に

対
し
「
政
策

提
言
」
を
行

い
ま
し
た
。

若
者
の
定
住

促
進
や
農
業

振
興
、
少
子

化
対
策
の
３

項
目
に
つ
い

て
具
体
的
な

内
容
を
提
言

し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て

強
く
要
望
し

ま
し
た
。

そ
の
１

•
日
時　
令
和
４
年
１１
月
４
〜
６
日

•
視
察
内
容
と
視
察
先

①
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
実
現
に

向
け
て
（
東
京
都　
衆
議
院
第
一
会
館
）

②
地
蔵
通
り
商
店
街
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

（
東
京
都　
巣
鴨
）

③
新
庄
ま
つ
り
ｉｎ
巣
鴨

•
所
感　

　
持
続
可
能
な
食
糧
シ
ス
テ
ム
確
立
に
向
け
た

国
際
的
な
機
運
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
国
に
お

い
て
も
抜
本
的
な
農
業
政
策
の
見
直
し
と
捉
え

て
い
る
。
当
市
の
農
業
問
題
解
決
に
向
け
て
は

特
効
薬
で
は
な
い
が
、
今
後
も
国
の
施
策
が
当

市
の
農
業
振
興
に
結
び
付
く
か
注
視
し
て
い
き

た
い
。

そ
の
２

•
日
時　
令
和
５
年
１
月
２０
〜
２１
日

•
視
察
内
容
と
視
察
先

①
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
つ
い
て

（
東
京
都　
参
議
院
会
館
）

②
ふ
る
さ
と
応
援
隊
新
年
交
流
会

　
（
東
京
都
中
央
区
）

•
所
感

　
人
口
過
剰
に
あ
る
都
市
圏
か
ら
地
方
に
移
住

さ
せ
る
計
画
に
つ
い
て
、
概
要
か
ら
先
行
事
例

ま
で
広
範
囲
の
研
修
と
な
っ
た
。
当
市
に
当
て

は
ま
る
点
と
し
て
、
地
方
移
住
や
、
地
方
に
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
を
設
置
し
た
場

合
に
補
助
金
が
支

給
さ
れ
る
な
ど
の

施
策
も
あ
り
、
今

後
当
市
の
施
策
に

結
び
付
け
て
い
き

た
い
と
感
じ
た
。
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市
民・公
明
ク
ラ
ブ

起
新
の
会

令和４年度政 務活動費の報告令和４年度政 務活動費の報告

≪政務活動費の交付額について≫
「会派の所属議員数×月額15,000円×12か月」で算出した額が、各会派及び会派に属さない議員に交付されています。
≪支出内容の各項目について≫
①調査研究費：会派が行う市の事務や地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費　②研修費：会派が研究会を開催するために必要な経費及び団体等が開催す
る研修会に参加するために必要な経費。　③広報費：会派が行う活動や市政について住民に報告するために必要な経費　④資料作成費：会派が行う活動のために必要な資料
の作成に必要な経費。　⑤資料購入費：会派が行う活動のために必要な図書、資料等の購入に必要な経費。　⑥その他の経費：上記以外の経費で会派が行う調査研究活動に
必要な経費。　⑦返納額：政務活動費に残額が発生したため市に返納する額。
※１ 令和４年１２月１５日付で佐藤文一議員が会派を退会。　　※２ 令和５年３月１７日付で石川正志議員が会派を退会。
※３ 令和５年３月１日付で押切明弘議員が会派を退会。　　　※４ 令和５年３月１日付で叶内恵子議員が会派を退会。

市民・公明クラブ ※１
山科正仁　小野周一
髙橋富美子　佐藤卓也
起新の会 ※２
小嶋冨弥　山科春美
庄司里香
絆の会 ※３
奥山省三　下山准一
今田浩徳
勁草２１ ※４
八鍬長一　新田道尋
無会派　佐藤悦子

会派など 政務活動費
交付額 ①調査研究費 ②研修費 ③広報費 ④資料作成費

支出内容
⑤資料購入費 ⑥その他の経費 支出合計

⑦返納額

855,000円

720,000円

720,000円

540,000円

180,000円

157,120円

429,180円

134,800円

8,550円

95,100円

44,100円

253,110円

222,618円

180,840円

504,000円

94,438円

19,800円

20,320円

200,140円

48,000円

48,000円

36,000円

12,592円

705,470円

719,598円

363,640円

540,000円

180,000円

149,530円

402円

356,360円

0円

0円

政務活動費は、市議会議員の調査研究その他の活動に 資するため、必要な経費の一部として交付されるものです。
会派別の収支と活動内容を報告します。



審
議
さ
れ
た
議
案
等

予
算
特
別
委
員
会
チ
ョ
イ
ス（
ふ
る
さ
と
納
税
等
）

一
般
質
問

政
務
活
動
費
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
明
け
暮
れ

た
今
期
４
年
間
で
し
た
。
私
た
ち
の
活
動
は

各
々
の
議
員
活
動
が
一
番
で
あ
り
地
元
地
域
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を
受
け
止
め
解
決
に
向
け
て

の
検
討
、
市
長
部
局
と
の
折
衝
、
実
施
へ
と
皆

様
か
ら
叱
咤
激
励
を
頂
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
姿
勢
を
続
け

て
参
り
ま
す
の
で
チ
ェ
ッ
ク
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
会
の
活
動
を
見
ま
す
と
、
制
約
さ
れ

た
中
で
研
修
を
試
み
ま
し
た
が
、
相
手
自
治
体

の
受
け
入
れ
停
止
中
の
事
情
も
あ
り
当
地
に

伺
っ
て
の
研
修
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
４
年
１１
月
に
は
県
内
の
道
の
駅
視
察

を
行
い
、
当
市
が
取
り
組
む
道
の
駅
構
想
と
比

較
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
意
見
提
案

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
５
年
１

月
に
は
ふ
る
さ
と
応
援
隊
新
年
会
が
３
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。
会
っ
て

話
を
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
と
て
も
新
鮮
な
気
分

に
な
り
人
恋
し
さ
を
身
を
も
っ
て
確
認
で
き
た

と
思
い
ま
し
た
。
制
限
解
除
に
向
け
世
の
中
は

動
い
て
い
ま
す
が
ま
だ
ま
だ
不
安
は
拭
え
ま
せ

ん
。
気
を
つ
け
な
が
ら
生
活
を
営
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
活
動
へ
の
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
報

告
と
し
ま
す
。

市
民
対
話
集
会
を
開
催

　
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
め
ら
れ
た
３
年
間
で
す
。

議
会
も
年
２
回
行
っ
て
い
た
議
会
報
告
会
を
中

止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
市
民
の
声
を
聴
き
、
議
会

の
議
論
の
場
に
届
け
て
い
る
の
か
と
自
問
す
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
令
和

４
年
度
は
密
を
避
け
な
が
ら
市
民
対
話
集
会
を

会
派
単
独
で
３
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
の
会
場
も
市
民
か
ら
鋭
い
質
問
を

受
け
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
道
の
駅
に
つ
い
て

は
「
な
ぜ
２
つ
か
」「
交
通
量
が
激
減
す
る
所

に
な
ぜ
つ
く
る

の
か
」「
高
速

道
路
の
十
字
路

で
あ
る
地
の
利

を
活
か
す
べ
き

だ
」
な
ど
市
の

進
め
方
と
市
民

説
明
が
少
な
い

中
で
事
業
が
進

ん
で
い
る
こ
と

に
強
い
不
信
感

を
も
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
し

た
。
聴
く
耳
を

持
つ
、
当
た
り

前
の
姿
勢
が
い

ま
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

佐
藤
悦
子
議
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
で
も
あ
り
、
自

宅
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
自
治
体
問
題
研
究
社

の
市
町
村
議
員
の
た
め
の
講
義
を
４
つ
受
講
し

た
。１

．
８
月
１９
日
、「
危
険
、
建
築
残
土
」
に

つ
い
て
。講
師
は
畑
明
朗（
は
た
あ
き
お
）

元
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
教
授
、
滋
賀
環

境
問
題
研
究
所
所
長
。

２
．
８
月
２２
日
、「
自
治
体
財
政
の
基
礎
を

押
さ
え
て
財
政
危
機
の
正
体
を
知
る
」
と

題
し
て
、
立
命
館
大
学
の
森
裕
之
教
授
の

講
義
を
受
け
た
。

３
．１１
月
２４
日
、「
社
会
保
障
の
歩
み
と
共
同
」

と
題
し
て
、
立
命
館
大
学
の
芝
田
英
昭
教

授
の
講
義
を
受
け
た
。

４
．
１１
月
２５
日
、「
地
域
公
共
交
通
の
気
息

を
超
え
て
未
来
図
を
考
え
る
」と
題
し
て
、

金
沢
大
学
の
西
村
茂
名
誉
教
授
の
講
義
を

受
け
た
。

　
ど
れ
も
、
議
会
で
の
質
問
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
た
。

R５.５.11

無
会
派

絆
の
会

勁
草
２１

令和４年度政 務活動費の報告令和４年度政 務活動費の報告
政務活動費は、市議会議員の調査研究その他の活動に 資するため、必要な経費の一部として交付されるものです。
会派別の収支と活動内容を報告します。
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環境にやさしい植物油インキを使用しています

■発　行／山形県新庄市議会　　■編　集／議会報編集委員会
■問い合わせ／新庄市議会事務局　〒996－8501 山形県新庄市沖の町10番37号
　　　　　　　TEL 0233－22－2111（内線302・303）　0233－23－5002（直通）
　　　　　　　FAX 0233－22－0989　E-mail gikai@city.shinjo.yamagata.jp

　
こ
の
号
が
皆
さ
ん
の
手
元
に

届
く
こ
ろ
に
は
、
新
た
な
議
員

体
制
の
も
と
議
会
運
営
が
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

信
頼
を
背
負
っ
て
議
席
に
立
つ

議
員
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
さ
て
、
皆
さ
ん
と
歩
ん
だ
こ

の
４
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
影
響
を
受
け
、
行
動
が

制
約
さ
れ
た
中
で
過
ご
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
四
季
の
豊
か
さ

や
日
々
の
感
謝
を
感
じ
る
こ
と

が
薄
れ
が
ち
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
コ
ロ
ナ
前
の
生
活
を
取

り
戻
し
、
人
行
き
か
う
街
の
リ

ス
タ
ー
ト
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
議
会
活
動
へ
の
理
解
、
進

言
に
感
謝
申
し
上
げ
、
市
発
展

を
と
も
に
歩
め
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
・
今
田　
浩
徳
）

委
員
長　
庄
司　
里
香

委　
　
員　
八
鍬　
長
一

　
　
　
　
　
今
田　
浩
徳

　
　
　
　
　
山
科　
春
美

議
会
報
編
集
委
員
の
紹
介

あ
と
が
き

■制作・印刷／㈲みどり印刷

今年度は、市内中学校のイベントを紹介しています。今年度は、市内中学校のイベントを紹介しています。

【第２学年】地域貢献活動で除雪業者さんに感謝の
　　　　　　言葉を伝えました。
【第２学年】地域貢献活動で除雪業者さんに感謝の
　　　　　　言葉を伝えました。【第１学年】市民スキー場でスキー授業を行いました。【第１学年】市民スキー場でスキー授業を行いました。

【吹奏楽部】昼休みに体育館でミニコンサートを行いました。【吹奏楽部】昼休みに体育館でミニコンサートを行いました。
【第３学年】総合的な学習の時間に学習した内容を
　　　　　　１、２年生と地域の方に発表しました。
【第３学年】総合的な学習の時間に学習した内容を
　　　　　　１、２年生と地域の方に発表しました。

日新中学校のイベント日新中学校のイベント

新型コロナウィルス感染拡大の影響が収束するまでの間、議会の傍聴の案内
については、議会事務局にお問合せください。また、ホームページでも随時
更新しておりますので、ご確認ください。

市議会の様子をインターネット中継しています。市役
所の市民課フロア、市民プラザでも視聴できますので、
ぜひご活用ください。
※約１週間後に、録画したものがインターネットで視聴できます。

議会の傍聴について
開会は１０時です　◇請願は随時受け付けております

６
月
定
例
会
の
予
定

中継あり

中継あり

５月２９日（月）　請願締切
６月９日（金）　開　会
　　１２日（月）　一般質問
　　１３日（火）　一般質問
　　１４日（水）　常任委員会
　　１５日（木）　常任委員会
　　２０日（火）　最終日

検 索新庄市議会　中継

スマートフォン・タブレットでも
市議会ネット中継が視聴できます！

パ
ソ
コ
ン

　
の
ほ
か

市議会
インターネット

中継


